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 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和２年２月１日 第83号

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

・
１
千
　
万
９
千
円
を
追
加

４６９

し
、　

億
６
千
　
万
７
千
円

４３

１７６

に
。

○
非
常
勤
職
員
等
の
適
正
な

任
用
の
確
保
等
を
目
的
と
し

た
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
や
特
別
職
非
常

勤
職
員
の
任
用
が
厳
格
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
３

つ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

と
は
臨
時
・
非
常
勤
職
員
な

ど
に
替
わ
る
新
制
度
で
、
任

用
の
明
確
化
や
処
遇
が
改
善

さ
れ
ま
す
。

▼
小
平
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
制
定

・
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
を
規
定
す

る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
板
垣
議
員

　
期
末
手
当
等
の
人
件
費
が

増
加
す
る
と
思
う
が
、
国
の

財
政
支
援
の
有
無
を
伺
う
。

Ａ
杉
本
総
務
課
長

　
今
現
在
、
財
政
支
援
の
情

報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
件
費

は
若
干
増
え
る
要
素
は
あ
り

ま
す
が
、
現
行
水
準
に
て
設

定
す
る
た
め
、
大
き
く
増
に

な
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

▼
小
平
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
等
を
規
定

す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
附
属
機
関
設
置
条

例
の
制
定

・
要
綱
等
に
よ
り
設
置
し
て

い
る
委
員
会
等
を
新
た
に
附

属
機
関
と
位
置
づ
け
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
に
関
し
報
告
す
る
事
項
か

ら
除
く
非
常
勤
職
員
に
、
フ

ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
を
休
職
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
に
つ
い
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
は
そ
の

任
期
の
範
囲
内
と
す
る
規
定

を
追
加
す
る
改
正
を
し
ま
し

た
。

▼
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
減
給
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

で
は
報
酬
を
減
額
対
象
と
す

る
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
時
間
及
び
休
暇
等
に
つ
い

て
、
新
た
に
規
則
で
制
定
す

る
規
定
を
追
加
す
る
改
正
を

し
ま
し
た
。
ま
た
国
家
公
務

員
の
超
過
勤
務
命
令
の
上
限

設
定
等
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
様
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
の
規
定
を
追
加
す

る
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
育
休
職
員
へ
の
勤
勉
手
当

の
支
給
か
ら
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
適
用
除
外
と
す
る

こ
と
や
会
計
年
度
任
用
職
員

が
部
分
休
業
し
た
場
合
に
、

報
酬
や
給
与
を
減
額
す
る
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
よ
る
単
価
の
改

正
に
よ
り
、
選
挙
長
、
投
票

所
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
額

を
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
特

別
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
が

厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

学
校
医
や
産
業
医
な
ど
を
追

加
す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
浅
川
　
豊
 
氏
・
竹
中
政
人
 
氏
を
同
意

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
関
川
直
昭
氏
を
適
任
と
認
め
る
答
申

■
選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員
各
４
氏
を
決
定

条

例

の

制

定

条
例
の
一
部
改
正

１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例月定例会会会会会会会会会会会会会会
会期は12月５日か会期は12月５日からら
13日までの９日13日までの９日間間
会期は12月５日から
13日までの９日間
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 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和２年２月１日 第83号

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
人
事
院
勧
告
に
伴
い
給
料

（
俸
給
表
平
均
改
定
率
　
％
０協１

増
）、
勤
勉
手
当
の
支
給
率

（
一
般
職
　
月
増
）
及
び
住
居

０協０５

手
当
（
支
給
対
象
と
な
る
家

賃
額
の
下
限
を
引
上
げ
、
そ

の
原
資
を
用
い
て
手
当
額
の

上
限
を
引
上
げ
）
を
改
正
し

ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
基
準

法
に
準
拠
し
、
時
間
外
勤
務

手
当
の
算
出
に
用
い
る
、
勤

務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額

の
算
出
に
寒
冷
地
手
当
の
額

を
含
め
る
こ
と
と
す
る
改
正

を
し
ま
し
た
。

▼
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・
人
事
院
勧
告
に
伴
い
期
末

手
当
の
支
給
率
（
　
月
増
）

０協０５

を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
人
事
院
勧
告
に
伴
い
期
末

手
当
の
支
給
率
（
　
月
増
）

０協０５

を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
立
幼
稚
園
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
及
び
関
係
政
令
等
の
公
布

に
伴
い
、
預
か
り
保
育
料
の

無
償
化
に
必
要
な
改
正
を
し

ま
し
た
。

▼
小
平
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
文
言
を
整
理

す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
１
千
　
万
円
を
減
額
し
、

３９５

　
億
４
千
　
万
７
千
円
に
。

４３

７８１

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
山
内
議
員

①
福
祉
灯
油
購
入
助
成
金

（
　
万
円
追
加
）
消
費
税
も
増

７０税
さ
れ
て
お
り
、
灯
油
単
価

が
　
円
を
超
え
な
く
て
も
実

１００
施
す
る
考
え
か
伺
う
。

②
新
町
団
地
耐
力
度
調
査
委

託
料
（
　
万
４
千
円
減
）
調

４３

査
結
果
と
そ
れ
を
活
か
し
た

今
後
の
計
画
を
伺
う
。

Ａ
金
澤
保
健
福
祉
課
長

①
灯
油
単
価
に
関
わ
ら
ず
実

施
し
ま
す
。

Ａ
広
澤
生
活
環
境
課
長

②
耐
力
度
調
査
の
結
果
に
問

題
は
な
く
、
令
和
２
年
度
に

新
町
団
地
の
改
善
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
　
万
６
千
円
を
減
額
し
、

１６７
４
億
８
千
　
万
７
千
円
に
。

４９

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

・
　
万
４
千
円
を
減
額
し
、

４５５
３
億
７
千
　
万
円
に
。

３８３

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
　
万
６
千
円
を
追
加
し
、

１０９
２
億
３
千
　
万
３
千
円
に
。

８６１

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・
　
万
６
千
円
を
減
額
し
、

３９３
１
億
５
千
　
万
２
千
円
に
。

８２３

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
　
万
５
千
円
を
減
額
し
、

３２１
１
億
５
千
　
万
円
に
。

７６７

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

・
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
衆

参
議
長
を
は
じ
め
関
係
閣
僚

へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

・
次
の
者
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
小
平
町
字
住
吉

　
浅
 川
　
　
豊
 氏

　
小
平
町
字
鬼
鹿
港
町

　
竹
 中
 政
 人
 氏

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦

・
次
の
者
を
適
任
者
と
し
て

答
申
し
ま
し
た
。

　
小
平
町
字
小
平
町

　
関
 川
 直
 昭
 氏

 

▼
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙

・
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管

理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

は
、
議
長
の
指
名
推
薦
に
よ

り
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

（
選
挙
管
理
委
員
）

　
長
 山
 良
 明
 氏
（
小
平
）

　
丸
 山
 里
 司
 氏
（
達
布
）

　
泉
　
　
晃
 彰
 氏
（
港
町
）

　
仲
 島
 克
 弘
 氏
（
小
平
）

（
補
充
員
）

　
片
 桐
 明
 夫
 氏
（
臼
谷
）

　
籠
 川
 健
 二
 氏
（
小
平
）

　
西
　
　
嘉
 雄
 氏
（
沖
内
）

　
濱
 野
 広
 美
 氏
（
港
町
）

※
補
充
員
の
順
位
は
列
記
の

と
お
り
で
す

補

正

予

算

同
　

意

諮
　

問

選
　

挙

意

見

書

『あなたも議会を
傍聴してみませんか』

●町議会の定例会は、年４回開きます。

（３・６・９・12月）

議会はどなたでも傍聴できますので
どうぞお気軽にお越しください。



４

 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和２年２月１日 第83号

問質一 般

一
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事
務
調
査
結
果
で
は
「
町
民
の
福
利

厚
生
施
設
と
し
て
今
後
と
も
必
要
」
と
の
結
論
に
な
っ
た
が
、
調
査
結
果
に
対

す
る
町
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
お
び
ら
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
で
２
千
　
万
円
ほ
ど
の
赤

７００

字
計
上
に
な
っ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
期
間
を
２
年
ほ
ど
残
し
、
今
後
町
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
・
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

西
　
　
　
議
　
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
ゆ
っ
た
り
か
ん
に
つ
い
て

一
、
自
ら
の
町
政
運
営
の
基
本
は
現
場
主
義
で
あ
り
、
町
の
隅
々
ま
で
出
向
き
、

現
状
を
目
で
見
、
声
を
聞
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
し
て
い
る
。
町
民
か
ら

の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
即
職
員
に
伝
え
、
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
庁
舎

内
に
お
い
て
は
「
報
・
連
・
相
」
を
徹
底
し
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。
町
民
は

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、
そ
の
町
民
の
声
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
自
ら
の
責
務
で
あ
り
、
目
配
り
、
気
配
り
、

思
い
や
り
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
町
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
今
後
に
お
い
て
は
、
小
平
町
単
体
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
留

萌
管
内
の
連
携
を
強
化
し
て
、
国
や
道
へ
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

今
一
度
心
を
引
き
締
め
、
町
民
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
る
。

二
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
で
お
墓
の
継
承
や
維
持
管
理
が
困

難
な
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
と
し
て
、
自
治
体
に
よ
る
合
葬
墓
の
設
置
が
さ
れ
て
い

る
。
現
状
、
町
民
か
ら
こ
の
種
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
合
葬
墓

を
設
置
す
る
具
体
的
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
町
民
の
要
望
が
高
ま
る

こ
と
も
否
定
で
き
ず
、
墓
地
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
判
断

す
べ
き
問
題
と
考
え
る
。

一
、
町
民
主
体
の
マ
チ
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
民
意
を
く
み

取
り
、
町
政
に
反
映
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
の
、
情
報

共
有
・
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。
３
期
２
年
目

に
突
入
し
た
が
、
今
後
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

二
、
道
内
複
数
の
自
治
体
に
お
い
て
合
葬
墓
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
と
し

て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
一
、
町
民
の
た
め
に
尽
力
す
る

　
　
二
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
す
る

西
　
村
　
議
　
員

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
一
、
町
政
運
営
へ
の
民
意
の
反
映
に
つ
い
て

　
　
二
、
合
葬
墓
の
設
置
に
つ
い
て

一
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、
真
に
町
民
の
福
利
厚

生
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
考
え
て
い
る
。
現
在
の
状
況
を
考

え
る
と
、
指
定
管
理
料
の
範
囲
で
正
規
な
営
業
を
継
続
し
て
行
く
の
は
不
可
能

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
株
式
会
社
お
び
ら
の
経
営
に
毅
然
と
指
導
す
る
と

と
も
に
、
従
業
員
の
働
き
方
改
革
や
町
民
の
方
の
意
見
も
含
め
、
予
定
さ
れ
て

い
る
改
築
・
修
繕
を
進
め
て
い
く
。

　
様
々
な
意
見
や
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
前
向
き
な
方
向
を
見
出
す
為
の
安
定

し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
。

Ａ
　
ゆ
っ
た
り
か
ん
は
町
の
観
光
拠
点
施
設
で
あ
る
と
共
に
、

町
民
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
必
要
な
施
設
で
あ
る

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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問質一 般

一
、
今
年
度
を
目
標
年
と
し
た
「
小
平
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
に
「
ま
ち

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
と
産
業
の
創
設
」の
事
業
と
し
て「
農

業
生
産
法
人
支
援
事
業
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
本
事
業
の
成
果
と
次
期
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 前

　
崎
　
議
　
員

Ｑ
　
農
業
生
産
法
人
支
援
事
業
に
つ
い
て

一
、「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
経
営
運
営
等
に
つ
い
て
常
任
委
員
会
で
調
査
研
究
を
行
い
、

報
告
書
を
町
へ
提
出
し
た
が
、
緊
急
項
目
で
損
失
補
填
清
算
交
付
金
２
千
　
万
６７０

円
を
今
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
が
、
健
全
な
経
営
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
含
め
、
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

考
え
を
伺
う
。

二
、「（
仮
称
）鬼
鹿
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
実
施
に

向
け
庁
舎
内
で
の
意
見
交
換
や
町
民
か
ら
の
意
見
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で

取
り
進
め
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
建
設
計
画
を
ど
の
よ
う
に
取
り
進
め

る
の
か
伺
う
。

板
　
垣
　
議
　
員
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…

Ｑ
　
一
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
経
営
の
健
全
化
に
つ
い
て

　
　
二
、
公
共
施
設
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

Ａ
　
一
、
経
営
改
善
、
運
営
方
法
等
の
調
査
し
、
今
後
協
議
を
進
め
る

　
　
二
、
新
年
度
に
建
設
事
業
を
開
始
す
る

二
、
建
設
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
４
月
に
地
質
調
査
、
支
所
の
移
転
、
５
月

か
ら
８
月
ま
で
実
施
設
計
と
既
存
建
物
解
体
、　

月
着
工
し
、
完
成
は
令
和
３

１０

年
８
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　
副
町
長
　
鈴
　
木
　
敏
　
和

一
、
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
経
営
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
㈱

お
び
ら
へ
の
支
援
や
赤
字
補
填
に
つ
い
て
は
、
町
が
責
任
を
も
っ
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
健
全
な
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
改
修
改
善
、
運
営
方
法
、
経
営
改
善
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
議
会
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
協
議
を
進
め
る
。

二
、　

月
に
所
属
長
会
議
で
計
画
の
概
要
説
明
を
行
い
、　

月
に
鬼
鹿
地
区
町
内

１１

１２

会
長
へ
説
明
・
周
知
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
長
年
地
域

か
ら
の
要
望
と
地
域
の
空
洞
化
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
早
期
に
建
設
事
業
を
取

り
進
め
た
い
。
新
年
度
４
月
に
事
業
開
始
、
令
和
３
年
８
月
の
完
成
を
目
指
し

た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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一
、
農
業
生
産
法
人
を
設
立
す
る
た
め
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
ソ
フ
ト
面
は

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
町
で
支
援
し
、
設
立
さ
れ
た
法
人
が
生
産
と
と
も
に
６

次
産
業
化
に
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
設
備
等
は
町
の
特
産
品
振
興
支
援

事
業
補
助
金
の
対
象
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
漁
業
で
も
商
業
で
も
個
人
経
営
で
あ
っ
て
も
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
業
を
営
む
中
で
の
課
題
に
つ
い
て
も
相
談
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
例

え
ば
制
度
の
こ
と
や
雇
用
者
、
外
国
人
雇
用
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
で

わ
か
る
こ
と
は
町
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
道
、
国
に
伺
い
、
お
手
伝
い
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
に
限
ら
ず
６
次
産
業
化
に
よ
る
所
得
の
向
上
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
引
き
続
き
情
報
を
発
信
し
必
要
な
支
援
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ
　
必
要
な
支
援
を
進
め
て
い
く

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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議
会
傍
聴
席
は
発
言
は
で

き
な
く
と
も
、
一
緒
に
わ
が

町
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。

　
よ
り
よ
い
小
平
町
は
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
幸
せ
に
よ

り
実
現
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
よ
り
多
く
の

皆
様
の
声
が
必
要
で
す
。

　
議
会
と
い
う
同
じ
空
間
で

感
じ
た
こ
と
を
議
員
に
声
に

し
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
必
ず
、
そ
の
一
声
が
こ
れ

か
ら
の
小
平
町
を
進
め
て
い

く
た
め
の
大
き
な
礎
と
な
り

ま
す
。

　
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
小
平
町

づ
く
り
を
そ
の
主
役
で
あ
る

皆
様
と
と
も
に
進
め
て
い
く

た
め
、
議
員
一
同
、
議
場
に

て
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
西
　
村
）

あああああああああああああ

ととととととととととととと
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あ

と

が
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煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
然
印
刷
㈱

６

ふるさと会交流及び姉妹都市親善訪問レポート
　令和元年10月19日、藤田議長を団長に親善訪問団６名で、

小平町を出発し、お昼過ぎには羽田空港に無事到着しました。

その後14時頃からは「東京おびら会総会及び親睦会」に出席

させて頂き、親睦会では自己紹介もあり、故郷の思い出話に

花が咲き、時を忘れる程盛り上がり、またの再会を約束して

終了しました。

　翌日、20日の「小平市民まつり」は、好天に恵まれ、小平町の特

産品コーナーには、早朝から長い行列ができ大盛況でした。

　まつりには、地元・地域の方々が大勢参加し、「大人神輿」や直径

２メートルを超える「大太鼓」、「消防パレード」等、見るものに古き

歴史と文化を感じさせ、会場は興奮に包まれました。「東京おびら

会」、「小平市民まつり」とも大変な歓迎を受け、関係者の方々に感謝

申しあげます。

　そして、最終日の21日には道内選出の参議院・衆議院の先生方に

対し懸案事項を要請させて頂き、有意義な時間と経験をさせて頂い

た事に感謝し、東京を後にしました。

19日…令和元年度
　　　 東京おびら会総会及び親睦会

■１１ 月
　３日　小平町表彰式（議長）

　８日　留萌消防組合議会第３回臨時会（各議員）

　１０日　小平町文化協会表彰式・

　　　　　　　　　　町民文化祭芸能発表会（議長）

　１１日　議員全員協議会（全議員）

　１２～１５日　町村議会議長全国大会及び

　　　　　　　　　　　　　　　　行政視察（議長）

　２８日　第２師団長 森下陸将を囲む会（議長）

■１２月
　２日　議員全員協議会（全議員）

　　　　議会運営委員会（全委員）

　５日　第４回定例会開会（全議員）

　７日　美味しい地物に感謝祭（議長）

　１３日　第４回定例会再開（全議員）

　　　　議会広報発行特別委員会（全委員）

　１６日　留萌南部衛生組合議会第２回臨時会（各議員）

　　　　留萌消防組合議会第２回定例会（各議員）

　２３日　浅野貴博道議との意見交換会（全議員）

　２４日　小平・幌加内・沼田３町広域振興協議会

　　　　　　　　　　　　　　町長・議長会議（議長）

■１月
　８日　小平消防団出初式（議長）

　１０日　小平町新春交礼会（議長）

　１１日　鬼鹿・臼谷大漁祈願祭（議長）

　１２日　小平町成人式（議長）

　１６日　議会広報発行特別委員会（全委員）

　２２日　議員全員協議会（全議員）

議 会 の 動議 会 の 動 きき

21日…小平市議会表敬訪問

20日…第44回小平市民まつ20日…第44回小平市民まつりり『『パレード』パレード』20日…第44回小平市民まつり『パレード』


